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令和６年6月通常会議 防災対策特別委員会

令和６年６月２７日
企業局

上下水道・ガスをはじめとした
ライフライン・インフラの防災対策

について

【上下水道・ガスの耐震化について】



Lake Biwa

Otsu City ２

【目次】

１ 水道施設の耐震化について ・・・・・・・・ ３頁

２ 下水道施設の耐震化について ・・・・・・・・ ６頁

３ ガス施設の耐震化・安全対策について ・・・ ９頁



１ 水道施設の耐震化について

３

基幹管路耐震化率 
全国平均 （Ｒ４）
２８．２％

実績 目標

目標項目 Ｒ５ Ｒ６ Ｒ１０ Ｒ１４

基幹管路
耐震化率

目標 40.2％ 41.1％ 47.0％ 53.2％

実績 37.5％ - - -

⚫ 管路の更新・耐震化は経営計画に基づき、計画的に実施している

⚫ 特に災害時の影響範囲が大きい基幹管路を優先的に実施

①管路の耐震化率・経年化率の推移

耐
震
化
率
・
経
年
化
率
（
％
）

※点線は目標値



１ 水道施設の耐震化について
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耐震化率 全国平均

（Ｒ４） ４３．４％

真野浄水場
45,000m3/日

新瀬田浄水場
45,000m3/日

八屋戸浄水場（廃止）
5,200m3/日

膳所浄水場（低区）
33,800m3/日

比良浄水場（廃止）
4,000m3/日

実績 目標

目標項目 Ｒ５ Ｒ６ Ｒ１０ Ｒ１４

浄水施設
耐震化率

目標 23.5％ 23.5％ 23.5％ 68.1％

実績 23.5％ - - -

⚫ 浄水場統廃合を推進し、主要浄水場（柳が崎・真野・新瀬田）を更新・耐震化

⚫ 真野・新瀬田ＰＦＩ事業の中止により、事業計画の見直しが必要

②浄水施設の耐震化率・経年化率の推移

耐
震
化
率
・
経
年
化
率
（
％
）

柳が崎浄水場
（Ｒ２完了）

37,500m3/日



実績 目標
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１ 水道施設の耐震化について

耐震化率 全国平均
（Ｒ４） ６３．５％

③配水池の耐震化率・経年化率の推移

耐
震
化
率
・
経
年
化
率
（
％
）

目標項目 Ｒ５ Ｒ６ Ｒ１０ Ｒ１４

配水池
耐震化率

(浄水池含む)

目標 62.5％ 64.7％ 71.5％ 80.1％

実績 65.6％ - - -

⚫ 耐震診断の結果、耐震基準を満たさないと判定された配水池を対象に、
計画的に耐震化工事を実施

（目標値）



２ 下水道施設の耐震化について
①管路の耐震化について

業債残高の削減）を目指し、長期的な視点に立った改築更新を見据えた事業管理計画を⚫ 全ての管路1,497㎞のうち279㎞を
耐震化上重要な管路（災害時の防
災拠点や医療拠点となる救急告示
病院などの排水を受け持つ管渠
等）として位置付け、計画的に耐
震化を実施している。
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耐震化が必要な延長と実績（ｋｍ）

管路総延長

重要な管路

耐震化が必要な路線

耐震化済延長
＝75.6ｋｍ

目標項目 Ｒ５ Ｒ６ Ｒ１０ Ｒ１４

重要な管路の耐震化率（％）＝
耐震化済み延長/重要な管路延長

目標 26.7 27.0 28.0 29.2

実績 27.1 ‐ ‐ ‐

施工前 施工後

６



２ 下水道施設の耐震化について

業債残高の削減）を目指し、長期的な視点に立った改築更新を見据えた事業管理計画を⚫ 第２期総合地震対策計画（平成３０
年～令和９年）では、大津市民病院
をはじめとする救急告示病院や大規
模な避難所と処理場を結ぶ管路につ
いて計画的に耐震化を実施

【主な対象路線】
①大津赤十字病院下流(実施中)
②大津市民病院下流(実施中)
③滋賀病院下流
④滋賀医科大学病院下流（実施中）
⑤日赤志賀病院下流
⑥瀬田公園下流（実施中）
⑦滋賀大学下流 等

④滋賀医大病院

⑥瀬田公園

②今後の取組み（管路施設）

（例）市南部地域における計画路線
災害用マンホールトイレの設置イメージ

②大津市民病院

①大津赤十字病院

（例）市中部地域における計画路線

７



目標項目 R5 R6 R10 R14

処理場、ポンプ場の
耐震化率（％）

目標 85.7 85.7 92.9 92.9

実績 85.7 - - -

２ 下水道施設の耐震化について ③処理場の耐震化
⚫ 水再生センターの再構築事業は、現有処理能力を保持しつつ、施工可能な段階的整備計画

⚫ R4より着手した第１汚泥処理棟解体の第０期工事からⅡ系水処理施設解体の第６期工事ま
での事業期間は約３１年となる見込み

８



全国平均91.5％
（R4.3末）
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３ ガス施設の耐震化・安全対策について
 ①管路の耐震化について

目標項目 R5 R6 R10 R14

耐震化率
（％）

目標 99.2 99.3 99.6 99.7

実績 98.7 － － －

(目標)

実績

98.5 98.6

⚫ ガス管路の耐震化率は、全国平均を大幅に上回る９８．７％

⚫ R14年度の99.7％の目標に向けて引き続き対策を進める

９

98.7



３ ガス施設の耐震化・安全対策について
②地震時のガス遮断(２次災害防止)

 

原
料
ガ
ス

ＧＧ

③ 遠隔操作による遮断

② ６０、９０カインで自動遮断（遠隔遮断も可能）

中Ａ導管 中B導管 低圧導管

中Ａ
整圧器

地区
整圧器

供給区域

① ２５０ガル（震度５
程度）で自動遮断

Mマイコンメーター

（青山、大石ブロックは９０カイン）

全戸マイコンメーター設置

⚫ ガスをご使用の需要家宅は、震度５程度で自動的に供給遮断

⚫ 震度６程度で地区整圧器が自動遮断

10
【注釈】ガル：加速度の単位（瞬間的な振動の激しさ）

 カイン：加速度に時間を乗じた地震の強さ（震度6弱程度で60カイン、6強程度で90カイン）
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